
団体名： 平和町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 130.9 ％） （達成度 50.0 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 97.9 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 70.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 118.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 97.2 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 106.2 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 85.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 110.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

40
実績
数値

44

指標
参加者数

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

20
実績
数値

17

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

参加者のニーズを
聞きながら、今後
も開催していく。

異業種交流を深め、参加
者同士の親睦、情報交換
の促進を図ることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

事業参加者数

実績
数値

部会・委員会事業
（商工業部会）

商業・工業の部会活動を行
うことにより、参加企業の
情報取得による経営知識の
向上、発展に資することを
目的とする。

１月２１日　視察研修会実
施　　参加企業数２７社
参加者数４４名

商工業部会員

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

470
実績
数値

499

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も、法改正や
最低賃金、助成金
など最新の情報提
供を行っていく。

労働基準監督署長、公共
職業安定所長を講師に招
くことにより、時宜にか
なった情報を提供するこ
とができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

中小企業の経営・雇用の持
続的な安定を図るため、従
業員の健康診断を実施し、
企業の健全な育成に資する
ことを目的とする。

７月２日　　受診企業数
３４企業　受診者数　３２
３名
１月１６日   受診企業数
２２企業　受診者数　１７
６名

小規模事業者

指標

実績
数値

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

530
実績
数値

515

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も事業所の業
務軽減と従業員等
の健康管理のた
め、引き続き実施
する。

商工会が検診バスを手配
することで、従業員が効
率よく健康診断を受ける
体制を作ることができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

実績
数値

実績
数値

受診者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も事業者の
ニーズに合った共
済を推進していく
とともに、自己財
源確保に努めてい
く。

部会・委員会事業
（労務改善研究部

会）

労務改善研究部会の活動を
通じて、従業員の労務管理
や安全衛生活動等を推進
し、企業の発展に資するこ
とを目的とする。

１０月１８日　セミナー
参加者数　１７名

労務改善研究
部会員

指標

福利厚生事業
（各種共済事業）

中小企業の経営・雇用の持
続的な安定を図るため、各
種共済制度を普及し、企業
の健全な育成に資すること
を目的とする。

小規模企業共済　　　８７名
経営セーフティ共済　　３名
特定退職金共済　　　１９名
中小企業退職金共済　２３名
さくら共済　　　　１１７名
中小企業共済　　　２１６名
総合共済　　　　　　４７名
中小企業ＰＬ保険　　　３名

小規模事業者

健康普及事業

従業員の雇用状況に適し
た共済を推進することが
できた。また今年度はさ
くら共済のリニューアル
を行い、時代に沿った共
済を提供することができ
た。

指標
共済加入者数

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

指標

〇

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

200
実績
数値

237
目標
数値

協力者数
指標

商工会が地元のイベント
に取り組み企画すること
で、お店のPRや地元住民
との交流を深めることが
できた。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

市と協議しなが
ら、今後も引き続
き開催する。

地域振興祭事業

各種のお祭り・祭典などを
開催することにより、その
集客力を活かして地域の経
済活動を促進し、地域の産
業ＰＲの機会をするととも
に、地域の総合的な振興を
図ることを目的とする。

第２５回さくらまつり　４月６日
（協力者数　６３名　来場者数
７，０００人）
第２１回サマーフェスタへいわ　８
月３日　（協力者数　９５名　来場
者数　５，５００人）
第１４回へいわまつり（協賛）　11
月３日　　（協力者数　７９名　来
場者数　３，５００人）

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

111
実績
数値

78

地域住民
小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

来年度も、地域資
源を活用したさく
らグルメ事業を展
開していく。

地域資源である「さくら」
を活用したメニュー開発を
行い、のぼり旗やチラシで
PRすることにより多くの人
にお店を知ってもらうきっ
かけとなり、地域振興に貢
献することができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

12

若手後継者等育成
事業

商工業者の若手経営者・後
継者を対象に、経営に必要
な知識の習得や資質向上を
図るための講習会を開催
し、地域の活性化を担う
リーダー的人材の育成を目
指すことを目的とする。

セミナーの開催１回　　12
名
青年部全国大会参加　２名
地域資源を活用した新商品
開発による地域振興事業
（さくらグルメ開発、PR
チラシ、のぼり旗作成）

若手経営者
後継者等

総
合
評
価

Ｂ

指標
講習会出席者数

講習会事業

多様化する経営環境に対応する
ため、小規模事業者にとって必
要な経営知識の習得や、時事的
な問題についての啓蒙を図り、
事業者の資質の向上と円滑な事
業運営に資することを目的とす
る。

時代に適した制度や税制
改正に対応すべく、講習
会を開催することで、知
識や情報を得る機会と
なった。

総
合
評
価

Ｂ

目標
数値

指標

指標
講習会出席者数

実績
数値

実績
数値

12
目標
数値

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

47
実績
数値

46
目標
数値

指標 実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果実績

数値

小規模事業者に記帳、確
定申告等の税務指導する
ことで、節税対策や事務
負担の軽減に繋げること
ができた。

記帳継続指導事業

商工会職員が個人事業主等
を対象に正しい記帳方法の
指導と決算・確定申告の指
導を行い、適正な税務申告
と経理の自計化や計数管理
による経営力の向上に結び
つける。

　指導日数：　　３２１日
　指導延回数：　５４５回
　対象事業者数：　４６事
業所 小規模事業者

(個人事業主)

指標
記帳指導事業所数

・個別講習会
　税務講習会　７回３９名
　労務相談所　１回１名
・集団講習会
　講演会
　　４商工会合同開催１回７名
　労務講習会　　　　　１回１３名
  経営講習会　　　　　２回１８名

小規模事業者

今後も小規模事業
者のニーズを把握
し、問題解決に努
めていく。来年度
は職員１名が長期
研修に出張予定で
ある。

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者を中心に経営指導員等
の商工会職員が事業所へ訪問し、金
融・税務・労務等経営全般について
様々な相談への指導をすることによ
り、経営の改善を図り、健全な企業
を育成するとともに、新規開業・創
業予定者に対する相談窓口を設置
し、経営改善に資する指導を行う。

・巡回窓口指導実企業数２７９
社
・巡回窓口指導延件数８３８件
・課題解決提案件数１５件
・経営革新承認件数０件
・非会員指導実企業数１１件
・非会員指導延件数１４件

総
合
評
価

Ｂ

来年は青色申告特
別控除が改正とな
り、多くの小規模
事業者が影響を受
けるため、事業主
に有利となるよう
今後も税務指導を
行っていく。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も小規模事業
者のニーズを把握
し、質の高い講習
会を実施してい
く。

実
施
側
の

事
業
評
価

課題解決提案件数 小規模事業者に対して、
巡回・窓口相談を積極的
に行うことにより経営改
善、経営の安定に努め
た。

実績
数値

1530

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

小規模事業
者・新規創業

予定者

指標
巡回窓口指導延件数

指標

640
実績
数値

838
目標
数値

目標
数値

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 平和町商工会

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 68.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 55.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 103.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 87.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 111.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 107.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 57.0 ％） （達成度 170.0 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 78.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 73.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 現行どおり

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

75
実績
数値

59

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域貢献の場とし
て今後も実施して
いく。

中学生と地元企業との交
流を図ることで、職場の
活性化、地域への貢献が
できた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値
実績
数値

〇

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

45
実績
数値

33

指標
参加企業数

指標
地域振興事業

（地域対策活動事
業）

中学生の職場体験学習事業
において、商工会が地元企
業を紹介し、受入企業の取
りまとめを行う。中学校と
密接な連携を保ち、地域の
活性化に資することを目的
とする。

８月２０日～８月２３日
４日間の内３日間実施
中学生参加者数　１２４名
職場体験受入企業数　３３
企業

小規模事業者

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

100
実績
数値

57

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現在５地区で開催
しているが、近年
の参加状況を踏ま
え、今後は地区を
統合して開催して
いくか検討中であ
る。

各地区に直接職員が出向
き開催することで、地域
の問題点、商工会への要
望等を把握することがで
きた。また商工会の事業
活動等も会員企業に直接
伝えることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

青年部・女性部事
業

実績
数値

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

80
実績
数値

86

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部員間の交流や情
報提供の場として
今後も引き続き実
施していく。

事業やイベントを通じ、
部員間の人脈ネットワー
クの構築や、地域の活性
化に貢献した。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値
40

指標
女性部事業参加者数

実績
数値

実績
数値

68

青年部事業参加者数

参加者数

青年部・女性部員間での交
流や社会福祉を通じて地域
との関わりを持つことによ
り、地域社会の発展に寄与
することを目的とする。

・青年部
　役員会等７回　３５名　研修会１
回　　４名　イベント協力３回　１
８名
・女性部
　役員会等２回　２３名　視察研修
会１回　１０名　イベント協力２回
１５名　講習会等　２０名

青年部員
女性部員

指標

地域振興事業
（地域懇談会事

業）

地区別の懇談会（支部懇談
会）を開催し、地域の実態
把握及び地域活性化に向け
た各種事業の取り組み、地
域振興とともに地域商工会
の発展に寄与することを目
的とする。

４月１５日　三宅地区　１３名
４月１６日　法立地区　１０名
４月１７日　西光坊横池地区１
２名
４月１８日　下起地区　　８名
４月１９日　六輪地区　１６名

小規模事業者

指標

異業種交流事業

新年に賀詞交歓会を開催
し、企業交流の場を提供
し、各企業の経営基盤の強
化、地域の商工業の発展に
寄与することを目的とす
る。

１月８日開催　参加者数
８６名

小規模事業者

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き実
施していく。

異業種交流の場として、
企業の情報交換、経営基
盤の強化に繋がった。

指標
事業参加者数

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

60
実績
数値

67
目標
数値

委託事業者数
指標

労働保険に伴う事務代行
を行うことで、小規模事
業者の事務処理の負担を
軽減することができた。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

労働保険事務組合
のメリットを周知
し、今後も委託事
業者数の増加に努
めていく。

目標
数値

377
実績
数値

330
目標
数値

指標指標
周知数

労働保険事業

事業者等の委託を受けて、事業者に
代わって労働保険料の申告納付その
他労働保険に関する各種の届出等の
事務処理を行うことにより、中小企
業主の事務処理の負担を軽減し、労
働保険の適用促進及び労働保険料の
適正な徴収を図ることを目的とす
る。

現在委託事業者数　６７企
業
年度更新手続完了
全期分保険料納付済
随時：労災手続指導　雇用
保険取得喪失手続　離職票
作成

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

180
実績
数値

186

労働保険委託
事業所

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者への
情報提供のため、
引き続き発行して
いく。

商工会活動の周知、会員
企業のPRを行うことがで
きた。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

指標
確定申告取りまとめ件数

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

調査・広報事業

商工会の広報誌である「商
工会だより」を発行し、関
連施策をＰＲし、制度の周
知をするための広報活動を
行う。

商工会だより　年２回発行
発行部数　３３０部
関連施策パンフレットの配
布　　　　　毎月１回程度
配布

小規模事業者

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

300
実績
数値

167

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

来年は、青色申告
特別控除の改正も
あるため、より一
層イータックスの
代理送信を推進し
ていく。

確定申告のイータックス
の代理送信を積極的に行
うとともに、正しい申
告、納税を推進すること
ができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

指標
事業参加者数

実績
数値

税務関係団体指導
事業

（青色申告部会・
法人部会）

青色申告部会・法人部会の
活動を通じて、会員の税務
知識の向上を図り、商工業
の活性化に資することを目
的とする。

・確定申告取りまとめ
　消費税申告　書面１９件　e-tax
９件
　青色申告　書面２８件　e-tax７
７件
  白色申告　書面４件　e-tax６件
　贈与税申告　 書面５件　e-tax０
件
　様式Ａ申告　書面１７件　e-tax
２１件

青色申告部会
員

法人部会員

地区内小
規模事業
者（一括
ｱﾝｹｰﾄ）
70件

目標
数値

380
実績
数値

261

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

街頭監視活動につ
いては、働き方改
革により縮小す
る。

シートベルト関所等を行
うことによりドライバー
へ安全運転を呼び掛け交
通安全意識を高めること
ができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

指標
事業参加者数

実績
数値

部会・委員会事業
（交通安全部会）

交通安全部会の活動を通じ
て、交通安全意識の高揚を
図り、各企業に交通事故防
止の啓発を積極的に推進
し、企業の発展に資するこ
とを目的とする。

街頭監視活動（毎月０の日）
２７回
各季節のシートベルト関所
４回　参加者数　１３９名
視察研修会　１２月１１日　１
１名
講習会　５月２７日　１７名

交通安全部会
員

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も実施してい
く。

検便や各種検査等を実施
し、食品衛生管理を図る
ことができた。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

実績
数値

部会・委員会事業
（食品衛生部会）

食品衛生部会の活動を通じ
て、食品衛生知識の普及と
自主管理体制の整備の強化
を図ることを目的とする。

検便　２回　　参加者数２
５４名
製品検査　１回　参加者数
２名
ふきとり検査４回　参加者
数５名

食品衛生部会
員

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


